
 

○国立大学法人お茶の水女子大学教育・研究成果コレクション取扱要項 

 

平成19年３月22日 

制      定 

改正 平成19年３月27日 平成26年７月29日  

令和６年２月21日          

 

（目的） 

第１条 国立大学法人お茶の水女子大学教育・研究成果コレクション（以下「リポ

ジトリ」という。）は、国立大学法人お茶の水女子大学オープンアクセスポリシ

ーに基づき、国立大学法人お茶の水女子大学（以下「本学」という。）の教育・

研究活動において作成された成果及び本学に関連する資料（以下「教育・研究成

果」という｡）を収集し、恒久的に蓄積・保存し、学内外に発信・提供すること

により、教育・研究の発展に資するとともに、社会に対する貢献を果たすことを

目的とする。 

（他の法令等との関係） 

第２条 リポジトリの取扱いに関しては、国立大学法人お茶の水女子大学職務発明

規則及びその他の法令に定めるもののほか、この要項の定めるところによる。 

（推進委員会） 

第３条 リポジトリの公正かつ円滑な構築・運用を図るため、国立大学法人お茶の

水女子大学学術情報リポジトリ推進委員会（以下「推進委員会」という｡）を置

く。 

２ 推進委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

（登録者） 

第４条 リポジトリに教育・研究成果を登録できる者（以下「登録者」という｡）は、

次に掲げる者とする。 

(1) 本学に在籍する、又は在籍したことのある教職員及び大学院生 

(2) その他推進委員会が特に認めた者 

（登録対象となる教育・研究成果） 

第５条 リポジトリに登録できる教育・研究成果は、電子的フォーマットで作成さ

れネットワークを通じて配信できるものであって、次の要件のいずれかに該当す

るものとする。 
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(1) 登録者が作成した、又は作成に関与した学術的な教育・研究成果 

(2) 学術研究活動の過程で収集又は生成された研究データ 

(3) 本学歴史資料館が保有するデジタル化資料 

(4) その他本学に関連する資料 

（登録手続） 

第６条 登録者は、前条に規定する教育・研究成果をリポジトリに登録することが

できる。ただし、登録者は、この登録の代行を、所定の手続により図書・情報課

に依頼することができる。 

（教育・研究成果の利用） 

第７条 本学は、リポジトリに登録された教育・研究成果を次に掲げるとおり利用

する。 

(1) 当該教育・研究成果を複製し、リポジトリを構築するサーバに格納する。 

(2) 前号でサーバに格納した教育・研究成果をネットワークを通じて不特定多数

に無料で公開（送信）する。 

(3) 保存及び可読性の維持のために必要な複製・媒体変換を行う。 

(4) 学術情報流通及び教育・研究成果の活用を促進するため、学内外のデータベ

ースにメタデータを標準的な形式で提供する。 

（教育・研究成果の利用許諾） 

第８条 教育・研究成果の利用許諾については、次に掲げるとおりとする。 

(1) 教育・研究成果の著作権が登録者のみに帰属している場合、登録者は、第７

条に掲げた利用方法で教育・研究成果を利用することを本学に対し無償で許諾

する。 

(2) 教育・研究成果の著作権が登録者を含め複数の者に帰属している場合、登録

者は、第７条に掲げた利用方法で教育・研究成果を利用することを、他の著作

権者から同意を得た上で、本学に対し無償で許諾する。 

(3) 教育・研究成果の著作権が登録者以外に帰属している場合、登録者は、第７

条に掲げた利用方法で教育・研究成果を利用することを、著作権者から同意を

得た上で、本学に対し無償で許諾する。ただし、著作権者があらかじめ許諾の

方針を示している場合にはこれを要しない。 

（教育・研究成果の著作権） 

第９条 教育・研究成果の著作権は、リポジトリに登録された後も、著作権者の元
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に留保される。 

（登録された教育・研究成果の削除） 

第１０条 リポジトリに登録された教育・研究成果は、次の各号のいずれかに該当

する場合には、削除するものとする。 

(1) 登録者が、理由を付して登録された教育・研究成果の削除の申請を行い、そ

れを推進委員会が承認した場合 

(2) 登録された教育・研究成果が公序良俗に反し、若しくは盗用・剽窃によるこ

とが判明し、又は内容が学術的観点からみて著しく不適切であると推進委員会

が判断した場合 

(3) 国立大学法人お茶の水女子大学研究者行動規範及び国立大学法人お茶の水女

子大学研究倫理指針に違反し、推進委員会が削除を決定した場合 

（教育・研究成果の改訂の登録） 

第１１条 登録者は、既に登録された教育・研究成果の改訂された新しい版を登録

することができる。この場合、前条の規定にかかわらず、旧版は登録者の判断で

削除することができる。 

（利用条件） 

第１２条 リポジトリで公開された教育・研究成果を利用しようとする者は、その

利用に際して、次の各号に掲げる条件を遵守するものとする。 

(1) 著作権法（昭和45年法律第48号）に規定する私的使用を目的とする複製、引

用等の権利制限の範囲内で利用すること。 

(2) リポジトリで公開する以前に出版・公表されており、投稿規則又は出版契約

等により利用に係る条件が定められている場合は、その条件の範囲内で利用す

ること。 

（免責事項） 

第１３条 教育・研究成果の登録及び公開並びに利用によって生じたいかなる損害

についても、本学はその責任を負わない。 

（雑則） 

第１４条 この要項に定めるもののほか、リポジトリに関し必要な事項は、推進委

員会が別に定める。 

附 則 

この要項は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年３月27日） 
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この要項は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成26年７月29日） 

この要項は、平成26年８月１日から施行する。 

附 則（令和６年２月21日） 

この要項は、令和６年４月１日から施行する。 
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